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〈論文〉
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幼小連携に関する語りの分析
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要旨

子どもの基本的生活習慣の確立の背景には、保護者の意識や姿勢が大きく影響する。保護者が 「幼稚園の保護

者 らしくJ振 る舞えるようになつていくためには、一定の期間が必要となることを踏まえながら、具体的かう丁

寧な指導に加え、環境の変化による子どもの体験の不足や関係性の中で育つ子 どもの姿、育ちの過程などを鳥腋

的な視点をもつて支援に臨むことが重要であることが明らかになつた。

キーワー ド 保護者支援 幼稚園 保育者の語 り 幼小連携 家庭との連携

1 問題 と目的

(1)「幼小連携」について

幼小連携は、2008(平成 20)年 1月 の中央教育審議

会の答申における生活科の課題に、 「小 1プ ロブレ

ムなど、学校生活への適応を図ることが難 しい児童の

実態があることを受け、幼児教育と小学校教育 との具

体的な連携を図ること」が指摘されたところから、研

究開発校・研究指定地域以外の幼稚園や小学校でも活

発に動き始めている。

しかし、幼小連携については、以前より課題 とされ

ていた。例えば、第 3の教育改革 といわれた 1971

(昭和 46)年 6月 の中央教育審議会答申「今後にお

ける学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策

についてJ(以下、「四六答申」)では、 「 (1)4、

5歳児から小学校の低学年の児童までを同じ教育機関

で一貫 した教育を行 うことによつて,幼年期の教育効

果を高めること」と幼小連携の元 となる考え方 と方向

性も示されている。

さらに遡るならば、日本の幼稚園教育の礎を築いた

倉橋惣三は、『幼稚園雑草』の中で次のように述べて

いる。

小学校 と幼稚園との関係 とい うことについてい

ろいろの問題がある。 しかも、それが今 日必ず し

も理想的に滑かに行つていない問題でありますが、

(中 略)幼稚園の時期から小学校の時期に繋つて

いくということは当然事実でありますか ら、 (中

+)教育学部学校教育講座

+・)祥
*)静岡市立東豊田幼稚園

略)幼稚園の教育は小学校の教育に無関係、無頓

着だとい うことは、はなはだ奇妙なことになるの

です。 (中 III)し かるに往々議論が起こつたとい

うのは、つまり幼稚園と小学校の関係をあまりに

区別 しているところか ら起こってくる結果であり

ましょう。実際問題 として、子供の個人の発達か

らいつても、あるいは子 どもの教育全体から見通

していいましても、幼稚園 と小学校は教育的に決

して離れているものではないのでありますから、

今よりはもつと結びつける工夫もされていいと思

うのであります。

倉橋は「幼稚園と小学校の連絡Jを述べた上で、当

時のコロンビヤ大学 (原文のママ)やシカゴ大学の 8

歳までの初等教育の方法について解説 している。この

『幼稚園雑草』の初版 (1926(大 正 15)年 、内田老

鶴園から出版)当時から、幼小連携については議論が

なされていた。

四六答申や倉橋の持論は、現在の幼小連携につなが

るものであるが、微妙に意味合いが変化 してきている

ことも否めない。

(2)幼稚園教育要領、小学校学習指導要領における

幼小連携

1956(昭 和 31)年に刊行 された 「幼稚園教育要

領」 (以 下、「教育要領」)では、学校教育法におけ

る幼稚園の目的にあるように「適当な環境」が必要で

あるとい う明確な考え方は保持 していたものの、学校
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教育の中に位置づけられて小学校教育と一貫 した教育

の場にしたいという意思も強くあり、「6領域」を打

ち出し領域の説明内容が教科をイメージさせるものと

なつてしまった (小 田,2003)。 ここで使用する領域

とは、幼稚園教育の内容 (幼 児期に適切な経験)の分

類の視点であり、「健康J「社会J「 自然」「言語」

「音楽 リズム」「絵画製作」の 6つの領域がある。

さらに、1964(昭 和 39)年告示の教育要領でも、

領域ごとではなく、「総合的に指導」するものである

という考え方は述べられていたものの、6領域の考え

方がそのまま引き継がれてお り、教育現場では、小学

校教育と同じように領域別に指導 している実態があつ

た。加えて、領域別の指導書も刊行 され、矛盾を抱え

た形で幼小連携が進んでいった。

現行の 「5領域」の教育要領は、2回の改訂を経て

いるが、1989(平成元)年に改訂告示された教育要領

の考え方を踏襲したものとなつている。5領域とは、

心身の健康に関する領域 「健康」、人とのかかわりに

関する領域 「人間関係 J、 身近な環境とのかかわりに

関する領域 「環境」、言葉の獲得に関する領域 「言

葉」及び感性 と表現に関する領域 「表現」である。こ

の 5つの領域に、「ねらい」 (幼稚園修了までに育つ

ことが期待される心情、意欲、態度など)と 「内容」

(ね らいを達成するために指導する事項)を幼児の発

達の側面からまとめ、示している。

1989(平成元)年告示の教育要領は「環境を通 して

行 うこと」という幼稚園教育の基本を明示 し、発達や

活動の系統性重視から幼児の主体性を重視する教育ヘ

転換 したものである。また、以前の 6領域から5領域

へ変更し、5領域は子どもの発達を見るときの窓口で

あると、領域についての考え方も変更している。この

四半世紀、幼稚園教育の基本的な考え方は変わらない

ものの、小学校との連携については、改訂ごとに連携

が強調されている。

1989(平成元)年の教育要領では、幼小連携につい

ての記載はないが、『 幼稚園教育指導書 増補版』

(文部科学省,1989)の 「第 4章 指導計画」に「小

学校の連携Jの節が設けられてお り、小学校教育との

連携について十分な理解をもつて指導計画を作成し指

導を行 うことが求められている。その中では、特に、

領域と教科とは別なものであることが明確に示され、

「領域に示されている内容が様々な活動を展開する中

で総合的に指導される」とい う幼稚園教育の独自性が

強調され、早期教育に関する警鐘も述べられている。

また、同年には、小学校低学年に「生活」が、遊びを

通 して総合的に指導する幼稚園教育との具体的な接

続・発展の教科として新設された。

1998(平成 10)年の改訂では、改訂の基本的な方

針の一つに「④小学校 との連携を強化する観点から、

幼稚園における主体的な遊びを中心とした総合的な指

導から小学校への一貫した流れができるよう配慮する

こと」があげられ、教育要領では、幼小連携について

「第 3章  指導計画作成上の留意事項」において

「 (8)幼稚園においては、幼稚園教育が、小学校以

降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮 し、

幼児期にふさわしい生活を通 して、創造的な思考や主

体的な生活態度などの基礎を培 うようにすること」と

示され、その解説には、「修了近い時期には、小学校

への入学を念頭に置いて皆 と一緒に教師の話を開いた

り、行動 した りすることができるように指導を重ねて

いくことも大切である」と、小学校の生活や学習を可

能にするための基礎 となる幼児の体験が述べられてい

る。また、小学校と幼稚園の教師間の連携の重要性も

強調されている。

2008(平成 20)年 に改訂された現行の教育要領で

は、「第 3章 第 1指導計画の作成に当たつての留

意事項」は、平成 10年改訂の教育要領 と同様な内容

が記されているが、解説には「共に協力 して目標をめ

ざすとい うことにおいては、幼児期の教育からみられ

るものであり、小学校教育へとつながつていくもので

あることから、幼稚園生活の中で協同して遊ぶ経験を

重ねることも大切であるJと 「協同的な遊びJが強調

されてお り、また、幼稚園教育と小学校低学年におけ

る体験的な学習活動や合科的な指導の類似性について

も述べられている。 さらに、「円滑な接続」を図るた

めの指導方法の工夫についてまで言及 している。

「2 特に留意す る事項Jでは、保育所 も加 え、

「保育所・幼稚園・小学校の合同研修、保育士・幼稚

園教諭 。小学校教諭の交流、保育所や幼稚園の園児と

児童の交流など、三者の連携をすすめ、幼児期の教育

の成果が小学校に繋がるようにすることも大切であ

る」と、幼稚園教育といつた狭い枠組みではなく、幼

児期の教育とい う就学前の子どもを視野に入れた連携

をすすめていくことが述べられている。

また、小学校生活科においても、「入学直後は合科

的な指導などを展開することが適切である。例えば、

4月 の最初の単元では、 (中 略)大単元から徐々に各

教科に分化 していくスター トカリキュラムの編成など

も効果的である」 (文部科学省,2008)と 学校探検を

中核に、他教科を合科的に扱 う「スター トカリキュラ

ム」とい う丈言を使用 した解説がなされている。

(3)「家庭との連携Jについて

家庭との連携についても、1989(平成元

'年

以降、

改訂毎に変化がみられる。1989(平成元)年の教育要

領ではt「家庭との連携」についての記載はないが、

『 幼稚園教育要領 指導書 増補版 』 (文 部科学

省,1989)で 「家庭 との連携Jの節が設けられてお り、

母親が幼稚園や教師に信頼感をもつことで、幼児が安

心して過ごせる。また、信頼関係のもと、幼稚園教育
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に対する家庭の理解 と協力をえられる、といつた信頼

関係にかかわる内容が中心だった。

1998(平成 10)年 の教育要領では、「第 3章 指

導計画Jに 「家庭や地域社会 との連携」がカロわってい

る。子どもの家庭や地域社会での生活経験が幼稚園に

おける生活を豊かなものにしていくとい う趣旨のもと、

「連続性」と「循環」とい う文言を用いて、家庭や地

域社会との連携の重要性が述べられている。その背景

には、学校週 5日 制の実施もあると考えてよい。解説

の中では、 「保護者自身、幼稚園生活がわからなかつ

たり、幼児の発達について不安を抱いていたりするこ

ともあるJた め、保育参観や保育参加の機会を設け、

幼稚園の生活や幼児期の教育がめざすものに理解を求

めていくことの必要性について述べられている。

解説に述べられていた保育参観や保育参加が、2008

(平成 20)年の改訂では、教育要領の本文に「 (中

略)家庭との連携に当たつては、保護者 との情報交換

の機会を設けたり、保護者 と幼児 との活動の機会を設

けたりなどすることを通 じて、保護者の幼児期の教育

に関する理解が深まるように配慮することJと 明記さ

れた。さらに解説では、 「情報交換は保護者会などの

場を活用するだけでなく、降園時の機会や連絡帳など

の場を活用するなどJと 具体的な方法が述べ られ、

「子育てへの不安や孤立感 を感 じている保護者が増え

る中Jと 現在の保護者の実態に触れ、「教師の幼児ヘ

のかかわり方を間近でみることで、幼児へのかかわ り

方を学んだり」、 「保護者同士の体験の共有から同じ

子育てをする仲間意識を感 じたり」すると、保育参加

や保護者会の有用性について解説 している。

1988(平成元)年以降、2回の改訂を経て、 「家庭

との連携」の内容は変化 してきている。内容の変化は、

子どもの生活の基盤である家庭環境、特に保護者の変

容を意味している。

(4)研究の動向

幼小連携について、姜 (2012)は幼小連携活動には、

「子 ども同士の交流J「教員同士の交流や情報の交

換」 「カリキュラムのつながり」の 3つ に分類 される

としているが、幼小連携接続期問題については、以前

より実践や研究が多数なされていた (佐々木 ら,2004、

河崎 ら,2003、 お茶の水女子大学附属幼稚園・小学

校,2006、 住野,2006な ど)。 また、連携教育カリキュ

ラムとして、幼稚園・保育所 と小学校の接続期のカリ

キュラムを抽出し冊子を作成 している地方公共団体

(姫路市教育委員会、埼玉県教育委員会など)も ある。

一方、子どもを取 り巻く人的環境、特に、保育者、

小学校教師、保護者の意識に注 目した調査については、

筆者 が調べ た限 りでは、野 口 ら (2007)、 徳永

(2009)、 山田・大伴 (2010)、 廣瀬 ら (20H)が 主

たるものであつた。

野口ら (2007)は、教師が実践を語る際に数多く用

いる用語のイメージに着日し、同一の語に対する幼稚

園・小学校教師のとらえを比較検討 した結果、有意な

偏 りがみられるとした。全体的には、幼稚園教師は子

どもの主体性や自主性を重視する一方、小学校教師は

教師側の指導、方向付けを重視する傾向にあること、

子 ども理解に関 しては、 「子 どもの立場になる」、

「受容、認め」については共通であったが、 「子ども

の内面、姿、行動の読み取 りや捉えJ、 「共感、共に

過ごす」とい うカテゴリーは幼稚園教師に多く、一方、

「対話・話 し合い (話)・ コミュニケーション」と

いつた直接的なや り取 りを指すカテゴリーについては

小学校教師の方が多いと述べている。 さらに小学校教

師は「家庭・家庭環境・生育歴」とい うカテゴリーが

多いことから、子どもを理解する際、背景として家庭

についての理解が重視されていることも示唆されてい

た。

徳永 (2009)は、5歳児、1年生、4年生の担任を

対象にアンケー ト調査を実施 し、幼小連携における実

態 と課題を明らかにしている。3学年に共通している

項目は、「教師の全体への話を開くことができない」

「自分のものを整理整頓ができない」 「好き嫌いが多

い」 「人の嫌がることを言つた り、した りすること」

であり、5歳児の頃から 4年生に至るまでの課題であ

るとしている。また、「知つていることを言わないで

はいられない」とい う項 目は、5歳児 と 1年生担任に

共通 してお り、徳永は 「双方の学年で人の話を聞く、

自分の考えを話す習慣が身に付 くような指導が求めら

れる」と分析・考察をカロえている。

廣瀬 ら (20H)は、幼稚園の造形表現、小学校の図

画工作という具体的な保育・授業場面を想定し、準備

から実施、評価に至るまでの中で、教師がどのような

事柄を重視 しているかを調べ、保育観や授業観を検討

している。活動や授業への導入について、幼稚園教諭

は、子 どものイメージを膨 らませるなど子どもの内面

を重視 しているのに対 し、小学校教諭は活動の手順を

明示した り道具の使い方を説明したりするなどその後

の活動が円滑にすすむことを重視 している。廣瀬らは、

この結果を踏まえ、小学校においては評価を重視する

とい う姿勢が導入より方向付けをしっかりと行 う。ま

た、幼稚園は評価よりも子どもの内発的動機付けを促

すことに力点が置かれているのではないかと「推測の

域を出ず」と断 り考察 している。

山田・大判 (2010)に よる 5歳児を担任 している幼

稚園教諭、保育士 (以 下、保育者)、 小学校 1年生を

担任 している小学校教諭、保護者を対象とした調査紙

調査では、集団生活における気になる姿として、保育

者は
'約

束やルールを守れない」 「困つた時や分から

ないときに自分から助けを求めにくいJと いう姿を多

く選択 し、一方、小学校教諭は「一つ 一つ直接大人に
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確かめたり報告 した りすることが多い」 「食べP/Jの好

き嫌いが多い」を多く選択 している。以上の結果より、

保育者は「集団生活の中で自立的に行動する姿」を求

める傾向にあり、小学校教諭は「担任が一対一でかか

わる必要がある姿を気になる姿」として選択する傾向

があるとしている。また、保護者からみた小学校就学

前後の心配に関しては、 「就学前よりも就学後の方が、

より多く、多岐にわたつて意識を向けている。 (中

略)保護者の意識が友達に高 くあることが表れてい

る」と述べている。

以上のように、人的環境に注目した研究は限られて

おり、質問紙による量的調査である。さらに「幼小連

携」を保護者支援の視点から実証的なデータをもとに

論 じている研究も筆者が調べた限りでは見当たらない。

(5)本研究の目的

以上のように、 「幼小連携」に関する政策や研究の

動向は、保護者不在のまま進んでいる。 しかし、幼稚

園の生活と家庭の生活とは、子どもを中心に考えると

連続的な営みであり、双方が影響 しあいながら発達を

促 していくものである。 したがつて、 「幼小連携Jに

ついても、子どもの発達とともに、保護者の発達も視

野に入れていく必要がある。

本研究では、保育者の語 りを分析 し、「幼小連携」

という視点から保護者に対する支援のあり方を検討す

ることを目的とする。

2 方法

(1)質問紙調査 「小学校入学までにつけたい力Jに
ついて

2013(平 成 25)年 10月 、当園の卒園児が入学する

近隣小学校 3校の 1年生を担当する教師と教務主任

14名 を対象に、第 2筆者、第 3筆者が作成 した f小

学校入学までにつけたい力Jについて質問紙調査を

行った。幼稚園教師 (以下、保育者)が考える幼稚園

修了までに育ってほしい力と小学校教師が考える就学

までにつけてきてはしい力を明らかにすることで、幼

小連携を考えていく一つの契機 となることを企図した

ものである。結果については、前述の先行研究の結果

と類似 している部分もある。さらに、5歳児クラスの

保護者にも同様の質問紙調査を行った。結果 (各項 目

における自由記述は省略)は、以下のとお りである。

問 :必要だと思われることを 3つ選んで○をつけてく

ださい。具体的にはどうい う姿かあれば (   )内
にお書きください。

(2)手続き

保育者の語 りを引き出す一つの資料 として、上記の

質問紙調査 「小学校入学までにつけたい力Jの結果を

使用し、小学校教師と保護者の結果の饉幅について注

目する。

対象者への了解を得て、討議の内容をビデオカメラ

と lCレ コーダーにて記録 し、後 日逐語録 (約 16000

文字)と して起こした。語 りを意味内容で区切 り、

カー ドを作成 し、KJ法 を用いて分析する。

(3)対象 。日時・場所

対象 :静岡市立東豊田幼稚園 保育者 6名 (園長、教

務主任を含む)。 小学校、私立幼稚園の経験も含む平

均勤務年数は、21年、レンジ 2‐35年。

日時 :2013(平成 25)年 12月 19日 15:Oll～ 1615

場所 :静岡市立東豊田幼稚国会議室

3 分析結果

52件の語 りをグループ化すると以下のようになる。

【大タイ トル】※

(1)基本的生活習慣の確立

(2)人的・物的な環境の変化への対応

(3)幼稚園からの発信

(う )好 き嫌いなく食べる 7% 17%

(え )誰 とでも遊べる 64% 4%

(お )持 ち物の片付けができる 43% 22%

(か)時間を意識することができる 0% 61%

(き )これからやろうとすることが

分かり準備したり、練習したりする

7% 39%

(く )場 に応 じた行動をとる 7% 35%

小学校教師

(14名 )

保護者

(23名 )

(あ )人の話を最後まで聞く 1009る 65%

(い )自 分の思いを言 う 71% 70%

※ 【中タイトル】 【/」 タヽイトル】 件数

「自立」までには一

定の時間が必要

片付け・衣服の着脱等 4

個人差 1

保護者 も反復の

中で学ぶ

保護者の時FFlに 関する意識

子どもの時間に関する意識 1

小学校の生活 リズム 2

子 どもの育ちが

保護者を変える

1自 立」に対する保護者の意識 3

保護者のマナー 1

r簡単J「便利」は子ど

もの体験を奪う

家庭教育に対する保護者の意識 2

物的環境の変化 1

世代間伝達のな

い時代

接 し方がわからない 4

子育ての方法 3

先輩の保護者から 1

保護者の視野 保護者の友達関係に関する考え 6

保育者の友達関係に関する考え 2

子どもの実態 1
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特別支援教育 子どもの実態 6

他児と関係 4

公立幼稚園の役害1 1

その他 質問紙から保育を振り返る 2

小学校での不登校 2

保護者支援という視点から、今後の支援方法を方向

付ける3つの大タイ トルが抽出された。

(1)基本的生活習慣の確立

①「自立」までには一定の時間が必要

「生活習慣については、定着ってすごく難しい。担

任なり、お母さんたちは、気をつけて繰 り返し繰り返

し、言つていかないと。やつぱり、 (子 どもが)忘れ

ちゃうつていうか、本当に意識してできるようになる

にはすごく時間がかかる」と、保育者は指示されてで

きるのと自立的にできるようになるのとでは意味が違

うということを語る。形式を覚えてできるようになる

ことも大切だが、状況や場が変わっても自立的に行え

るように育つてほしいと保育者は願つている。つまり、

幼稚園で「おはよう」とあいさつができても、別な場

所でもできなければ、身に付いたとは言えない。近所

の人とも小学校の先生ともあいさつができるようにな

ることをめざしているということである。

3歳児の現時点 (12月 )について「新入のときに比

べると、身に付いてきたかなつて。今、園服の始末な

んかも、袖がひっくり返ったり、裏返しになつていた

りするのも、4月 に比べるとずいぶんできるように

なつてきて。やつぱり、まだ、声をかけないと、遊び

だしちゃうとか、そのままやりっ放しで行つちやうと

力、 2～ 3見られますけど、繰り返ししてきたことで

身に付いてきた子もいたので、何度も繰 り返しやつて

きたことでできることもあつたJと 担任は語つた。つ

まり、幼稚園修了までに自立的に行うことが可能にな

るよう一人一人の子どもの実態に合わせながら入園当

初より丁寧な援助を行うことが必要ということだ。

また、「幼稚園なんかでも行事が立て込んでくると、

私たちの気持ちも行事の方へ行っちゃうので、『ロッ

カー、ぐちゃぐちゃだよ』つて言つて、1週間に 1回

か、2回片付けるような時間を設けないと。その都度

その都度はなかなか大変で」と、手をかけ、日をかけ

てゆっくりと身に付いていくものであり、短期間で基

本的生活習慣は定着しないと、保育者は感 じている。

②保護者も反復の中で学ぶ

保護者は「時間を意識することができる」を小学校

教師と比較して重視している。幼稚園では、「 (5歳

児クラスの)4月 頃からずつと、『長い針が 9になっ

たら片付けだよ』とか、子どもが徐々に気付くように

なっていき、最近では誰かが『9に なったから片付け

だよ』つて声を掛け合 うようになってきているかなっ

て。これも積み重ねなのかな」と 5歳児の担任は語つ

ている。集団生活の中で、担任も時間を意識するよう

な働きかけを行い、5歳児なりに行動する様子が見ら

れるようになつてくると、感 じている。

一方、「小学校では (小学校の先生は)チャイムで

動く (中略)自 然に身に付くものと思つているのかも

しれませんが」と、小学校教師としてのキャリアをも

つ園長は、小学校教師の考えを代弁 し、さらに、 「時

間を意識するつてい う保護者の、考え方なんですけど

ね」と、時間を意識 しなければならないと考えている

のは、保護者自身で、そのことを保護者は自覚 してい

るのではないかと指摘 している。この背景には、園か

らの保護者への働きかけ (例 えば、登園時間、降園後

の園庭開放の時間など保育者か らの繰 り返 しの声か

け)が あり、子どもに時間を意識 させたいとい うより

も時間を守ろうとする保護者自身の意識が強く働いて

いると捉えることができる。

「保護者がすごく変わってきて、 (中 略)保護者が

ルールを押 さえられない。 (中 略)8時 50分が登園

時間だとすると、8時 50分 までに門の中に入つてい

るのを想像 しますよね。 (中 略)それが、保護者は違

うんです。9時までに入ればいいと思つているんです。

(申 略)こ こ 3年 くらい前から、8時 50分に『門、

閉めますよ』っていって門を開める。 (中略)だんだ

ん 8時 50分までに入れるようになってきた」と、毎

日正門で親子を迎える教務主任は語つた。丁寧な支援

を繰 り返すことで保護者 も徐々に時間に対しての意識

が高まり、結果的に子 どものモデルとなるような振る

舞いが可能 となることが、保育者の語 りから理解する

ことができる。つまり入園と同時に保護者も子どもと

ともに発達 していくのである。

(2)人 的・物的な環境の変化への対応

①子どもの育ちが保護者を変えていく

昼食の時間の子どもの会話から、「ある子が『これ、

まじい』つて。女の子ですよ。その言葉、聞いた時は、

びつくりしたんですけど、お家ではそういうことを

言つているのかなつて」と、家庭の多様性について語

りながら、「『まじいじゃなくって、おいしくないっ

ていうんだよ』って伝えていったんですけど。そのこ

とをお母さんに伝えたら、『お父さんが言つているか

ら、気をつけますって』J。 つまり、父親のまねをし

ている娘の姿を知りながら、よりよい方向付けをしよ

うとしない。いわゆる「しつけ」の必要性を感じてい

ない保護者も存在するということである。さらに「肘

をついて食べている子がいるので、『肘をついて食ベ

ないんだよ』つて、『お行儀悪いよ』つて (幼稚園で

伝えたら)、 お父さんが肘をついて食べていたら『お

父さん、いけないんだよ』って子どもに言われたと親
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からも聞いた」と、3歳児の担任は語つた。幼稚園が

マナーを子どもに教えていくことで、子どもだけでは

なく、このように保護者も刺激され、自身の生活を振

り返る機会となる場合もある。この語りから、子ども

の育ちが保護者を変容させていくということを読み取

ることができる。

「親の子育てに関する価値観がだんだん違つてきて

いるのかなつて。10年前にもつていた (受 け持つて

いた子の)親 と最近の親ってまたちがう。 (中 略)親

が子どもをものじゃないんだけど、かわいがり方つて

いうか、育て方っていうか、わからない。ものってい

うか。扱い方がわからない」。この語りから、保護者

にとつて子どもは、愛情の対象ではあるが、発達段階

に必要な家庭教育を行い、社会で生きる基盤を育てて

いこうという考えをもちあわせていない保護者も中に

は存在すると解釈することができる。現行の『幼稚園

教育要領解説』 (文部科学省,2008)に も示されてい

るとおり、「幼児へのかかわり方を学ん」でいくこと

が必要なのだろう。四六答申では、「家庭は、単に衣

食住の場であるばかりでなく、人間としての精神的成

長の基盤でもあることにかんがみ、幼年期から青少年

期を通じて、基本的な生活習慣と行動の節度を学ばせ

ることによつて自制心をつちかうこと (中 略)」 と

「家庭教育に期待すべきものJが記されている。この

40年の間に家庭教育、保護者の姿の変化は否めない。

3歳児の担任が、「3歳児は繰り返し繰り返し伝え

ていくことで、いろんなことができるようになつてい

くかなつて。片付けも、遊びもやつていると、みんな

で片付けるつていうのがだいぶ上手になってきた」と

語ると、「3歳児でも片付けられるじやん。でも、5

歳児でも片付けられない子もいる。ただ個の違いだと

思う。あるいは、家庭の姿勢というか、そういうもの

も影響している場合もあるよね。幼稚園は、子どもに

しつけ面を支援していくと同時に、保護者へも支援し

ていく必要は大きな問題かな。大事なことかなつて思

います」と、園長が続ける。このように集団の教育力

を活かして指導することで、身に付く場合もあるが、

「個人差」も大きい。また、その背景には家庭の「姿

勢」、教育に対する考え方の差が大きく影響している

ということである。幼稚園では、子どもに対して基本

的生活習慣の自立を促していくと同時に、その意味と

必要性について保護者へも伝え、協力を求めなければ

ならないと保育者らは感じていることがわかる。

②「簡単」「便利」は子どもの体験を奪う

家庭の教育に対する姿勢の差はあるにしても、食事

のマナーを身に付けることは、子どもの発達上、欠く

ことができないことである。「今、うちの幼稚園で年

長さんでお箸が持てない (子がいる)。 (中略)確か

に昔と比べて子どもたちが少なくなつてきたというこ

ともあるし、いろいろなこと話しちやうと、あの (上

から握つてまわす)蛇 日、少なくなつたじゃないです

か。みんなこれ (レバー :上下に手を動かしながら)

になっちゃって」と、箸を使用できない要因として、

きょうだいが少ないため、家庭内で子ども自身が見て

学ぶ機会が減少していことにカロえ、生活環境の変化に

より「子どもたちの握力もだんだん低下」しているの

ではないかと教務主任は予想する。その対応策として、

「うちの幼稚園も直してもらつて」と、握力をつける

ために当園では、従来の蛇口に改修も行つたと補足す

る。生活が便利になる反面、毎日行つていた動作がな

くなり、無意識のうちに獲得していた粗大運動や微細

運動を経験することができなくなつてきていると感じ

ているのだろう。また、「小学校がこれ (レバーの蛇

口)ばかりでない」と、多様な蛇口に子どもが対応す

ることができるようにあえてを用意しているという保

育者の語りから、子どもの将来を見据えた願いを保育

者がもちながら保育に臨んでいることを読み取ること

ができる。

箸については、「幼稚園は、以前は 2年保育だつた

ので、『4歳児にはもうお箸が使えるように』つて指

導してきたんですけど、なかなかそれがうしろになつ

てきちやつて。 (中 略)お箸の持ち方って鉛筆の持ち

方にもつながるので、『ちゃんと握れるようにしてく

ださい。教えてください』つて。『幼稚園では、一回

しかご飯を食べないので』って、言うんですけど、な

かなか定着しないんです」と、幼稚園での生活は限ら

れており、子どもの生活習慣すべてをカバーできるわ

けではない。幼稚園での指導を定着させるためには、

家庭の協力が不可欠である。さらに、お箸を持とうと

しない子が鉛筆を正しくもてないのではと疑間を呈し

ている。

以上の語りより、生活や遊びで行われていることが、

生活や遊びにとどまらず、すべて学習の基盤となつて

いる。しかし、保護者にとつては、日の前の子どもの

姿を見ているだけで手一杯で、子どもの生活環境の変

化よる経験の不足にまで思いが及ばないという実態を

提えることができる。

(3)幼稚園からの発信

①世代間伝達のない時代

「幼稚園の先生をしているから。いろいろな保護者

の方を見たり、聞いたりしているから、親力の低下を

感じるのかもしれない」と、幼稚園での勤務が 2年目

の保育者は語る。ベテラン保育者は、長いスパンで保

護者の変化をとらえているが、新人保育者にとつては、

今の保護者がすべてである。「きつと、自分が落ちて

いるとは思つていない。気付かないと思うんですよ。

知らないから直すこともできないし。私たちがそれを

気付かせてあげられるように」と、基本的生活習慣は
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自然に身に付くものではないということを一つ一つ丁

寧に伝えていくことが必要だと感じていることが分か

る。すると、ベテラン保育者も「親も子どものように

認めてあげながらJ、 子どもとかかわる経験がない人

がほとんどなので、「先入観を持たないで、『お母さ

ん、がんばったね』とか、『えらいよ』とか」認めた

り励ましたり、「
『 ここは、こうした方がいいんじゃ

ないの ?』 って」具体的に方向付けしたり、「『 こん

なに子育てがんばったんだから、次はこうしたらど

う?』 というような」提案をしてみたり、子育ての苦

労に共感しながらかかわつていくことが重要であると

語る。さらに自身の子育ても振り返りながら、「なん

か、自分もできない。子育てをしていると、自分が親

に教えてもらつたことしか子どもに与えられない。た

いていそうだと思う」と世代間伝達の視点を述べてい

る。平成 24年人口動態統計月報年計 (概数)に よる

と、第 1子出生時の母親の平均午齢は 303歳である。

したがって、幼児をもつ保護者の年齢は 30代半ばと

考えてよいだろう。とすると、保護者の世代は、食事

のマナーや排泄の訓練などの基本的生活習慣が、現在

のように大きな問題になつていたとは考えにくい。家

庭で一定の基本的生活習慣を身につけてきた世代であ

る。しかし、前述の保育者はこう続ける。 「でも、自

分がどうやつて自分の子に教えたか、そ うやつて言わ

れると記憶に浮かんでこない。いつおむつを、どう

やつてとつたとか。 (中略)漠然 としたことは自然に

身に付いたと思 うJと 自身の子育てを振 り返る。つま

り、子育ては、マニュアルにそつて指導すればできる

ものではないとい うことである。常に、親 と子のかか

わりの中で、子どもの反応にあわせながら試行錯誤を

繰 り返 し、促 している。 したがって、 「自分がどう

やつて自分の子に教えたかJ明確な説明をすることは、

難 しいのである。

「自分がどうい うふ うに育つたのかを親に聞くのも

大事」と、親世代も試行錯誤の中で子育てをしてきた

現実を知るだけでも保護者にとつては有益なものなの

かもしれない。 しかし、核家族化の進展により、この

ような親世代の知見が伝達されにくい。このような状

況にあることも考慮 しながら、子 どもとともに親の育

ちを支えていくことも幼稚園の大きな役害 となつてき

ていることが、語 りより解釈できる。

別な保育者は、 「懇談会で、1学期。お母 さんたち

でフリー トークして悩みを話 し合 うことをやつたんで

す。それは、先輩のお母さんたちから話を聞いたのが、

『やっぱ自分も楽になったし、なんか、こうやつてや

ればいいんだとかがわかってよかった。また、 2学期

になってからも、ぜひこういつた時間をとつて欲 し

い』みたいな話もあつた」と語る。要は、世代間伝達

の難 しい時代だからこそ、専門家ではなく、身近な経

験者の話を開くことが、保護者 も共感を覚え、子育て

の活力を得るのではないだろうか。保護者の状況も考

慮 しながら、時には、人と人とを結びつけるコーディ

ネーターとしての役割 も保育者には求められていると

いうことである。

②保護者の視野を意識

「もう一つ淋 しかったのが、誰とでも遊べるとい う

のが、今年の うちの園の重点 目標だつたのに、4%
だったJと 、 「(え )誰 とでも遊べる」に関して、小学

校教師が 64%に対 して保護者が 4%だ つたことを語っ

ている。当園では、1学年 1学級という比較的小規模

な園であるため、近隣の 3校の小学校には、それぞれ

十数名の就学となる。 したがつて、―クラスに数名 と

なるため、誰とでも遊べる、かかわれる子に育っては

しいとい う願いを込めて、「人とのかかわりを楽 しむ

子Jと いう重点目標をかかげ、保育に臨んでいるとい

うことである。また、園の方針や保育実践についても、

保護者へは頻繁に伝えるように努めているが、保護者

の意識 としては、4%と い う結果だつた。その要因と

して、 「自分の子ども中心っていう思いが強いんじゃ

ないかな。 (中 略)仲間関係 とか友達関係 とか別に意

識 していないわけではないけれど、次の 2つ 日、2番

目のランクだととらえているのかもしれない」と、園

長は語つた。この語 りから周囲との関係性で子どもを

とらえるのではなく、自分の子 どもだけに注目し、可

視化が可能なできるようになつたことを保護者は求め

る傾向にあるのかもしれないと、保護者の心情を想像

していることが分かる。また、 「誰とでも、つてい う

けど、保護者 自身が好きな人同士のグループなんです

よ。そこに属 していれば、安心」で、「子どもたちに

もそ ういつた感覚で言つているのかな。 (中 略)私た

ちとしては、誰 とでも遊んではしいんです。でも、一

人でも友達がいればいい」という捉え方を保護者はじ

ているのではないかと、教務主任は語る。つまり、保

護者は、自身の人とのかかわ りに対する考え方や行動

をそのまま子どもに置き換え狭い捉え方をしているが、

子どもたちは、就学 とい う大きな環境の変化の中で、

新たな人間関係を築いていかなければならない。その

際、誰 とでもかかわることができれば、生活や学習が

スムーズにスター トできるが、このような視点に保護

者は及ばないと、保育者は感 じている。

一方、「昨年、問題として出てきたのがね。『誰々

ちゃんが遊んでくれない』 (中 略)Aち ゃんもそうだ

し、Bち ゃんもそうだし。年中のときに、家で言うそ

うです。 (中 略)でも、そのときにはお母さんは必死

に、『ちゃんと、みていてください』つて。私たちも

『 ちゃんと、みています』って感じで、友達関係をみ

ていく」と、教務主任は続ける。子どもたちにとって、

友達は一つの居場所である。3歳児後半からは、特に

友達を強く求めるようになってくる。その時期には、
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保護者も必死で保育者に子どもの思いを訴えるという

ことである。

本調査が対象は 3・ 4歳児の保護者であったのなら

ば、「
(え )誰 とでも遊べる」の割合は高かったのかも

しれない。5歳児の時点では、保護者の意識としては、

友達とのかかわりについて心配 していないのかもしれ

ない。安定していると思つているからこそ、この項目

を選択 しなかったとも考えることができる。 しかし、

新たな環境への移行後、山田・ 大伴 (2010)の指摘の

とおり、再び友達関係への意識が高まることも予想で

きる。何れにしても、長期間での子 どもの変容とい う

より、「今」に注目した保護者の意識 と考えてよいだ

ろう。保護者は、現時点での我が子のみに注意を注ぎ、

周囲との関係性や子どもの変容の過程についてまで考

えることは難 しいと、保育者 らは捉えている。具体的

な子どもの変容過程や実態、見通 しなど鳥厳的な視点

で子どもをみることができるのは、専門家としての保

育者の重要な役 日である。

4 考察

本研究は、当初、移行期の子 どもをもつ保護者に対

する支援に対しての支援のあり方を検討することを意

図していた。 しかし、考察を進める中で、保護者支援

も子どもと同様に短期間で行えるものではないとい う

ことが次第にみえてきた。子 どもの基本的生活習慣の

確立の背景には、保護者の意識や姿勢が大きく影響 し

ている。そのためには入園と同時に保護者への指導も

はじまり、「繰 り返 しJの中で、保護者 も「幼稚園の

保護者 らしく」なつていく。つまり、保護者 としての

「役害1取得」 (Mcad,GH,1913/1991)の ための一定の

期間が必要なのである。

Mead G Hは 、 「意 味 の あ る他 者 (signincant

other)」 の期待を取 り入れることによつて自我が形

成 されていくと考え、そのことを役害1取得の自己形成

と呼んで説明している。保護者も子 どもとともに幼稚

園に入園し、新しい役割を取得 していくのである。子

どもとともに発達 していくといつてよいだろう。

しかし、家族形態や地域社会 とのかかわりの変化に

ともない、保護者にとつて 「意味のある他者」は限定

されてきているのではないだろうか。また、駆け出し

の保護者の視野は狭く、日の前の子どもの姿を見るだ

けで手一杯な状態である。 したがつて、専門家として

の保育者は、「意味のある他者」の一人 として、丁寧

な指導 (例 えば、リュックに入れるものについては、

子どもが自分で処理できるものと伝えるだけでは理解

してもらえないので、形状や機能を具体的に伝えるな

ど)と あわせて、環境の変化による子どもの体験の不

足、人との関係性の中での子どもの姿と子どもの育ち

の過程などを鳥厳的な視点をもつて支援に臨むことが

重要である。

5 今後の課題

本研究を通 して、以下の 2点が今後の課題 として残

された。

一つは、「小 1プロブレム」の解決が幼小連携の主

たる目的とされていることについての検討である。

現在、押 し進められている「幼小連携」は、2008

(平成 20)午 1月 の中央教育審議会答申以降、活発

に議論されるようになつてきた。「小 1プロプレム」

については、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続

のあり方に関する調査協力者会議 (2000)ではt「 自

制心や耐性、規範意識が十分に育っていない、4ヽ学校

1年生などの教室において、学習に集中できない、教

員の話が聞けずに授業が成立しないJこ とと定義して

ヽヽる。

しかし、本調査で、5歳児の担任保育者は、以下の

ように語つている。

「場に応 じた行動をとる」つて、「人の話を最後

まで聞く」と共通 しているかもしれませんが、誕生

会やみんなで集まるような場に集まつた時、今、

ちょつと話をしちゃいけないときだなとか、自分で、

空気を読むというか…。特に、今、私、年長の担任

なので、これか ら先のことを考えると、 「いつで

もJではないけれども、「今は静かにしなければい

けない時だな」とかそ ういうことが少 しずつ判断で

きるつてことが、主体性をもつてすすめるというと

ころではつながっていくのかなつて思 うんですけれ

ど (中 略)全員では、ないんですよ。一部。 (中

略)例 えば、一人が大きな声を出すと、いいかなつ

て子どもも思って一緒に騒いで大きくなっちゃうこ

とがありますよね。 (中 略)本当は、みんなちゃん

と座つて待っていなければならないのに一緒にふざ

けちゃう。 (中 略)我慢ができないつてい うか、わ

からないつてい うか、その雰囲気がわからない。

(中 略)それがすごく嫌だつて子たちもいるんです

よ。 (中 略)同 じ教室 (保育室)にいると、そこを

分けるつていうのが難 しかつたりするので。

上記の語 りから、・「場に応 じた行動をとれない子」

や 「人の話を最後まで開けない子」は存在するものの、

5歳児の中でも一部であると感じていることがわかる。

また、他児 との環境の調整に苦慮 している様子を解釈

することができる。

さらに、教務主任は、次のように語る。

い るんだ よね。 「静かに しなけれ ばな らない

時」つて言つてくる子も。 (中略)で もそれ じゃ、

活かされない。数人。それでも同調できるんだけど、

やっばり、はみ出してしまう子の方が多かったり。
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保育者の語 りにみる幼稚園における保護者支援

(中略)公立幼稚園なものですから、 (中 略)一応

面接で入つてこられるので。だいぶ特別支援の体制

というのか、就園時の相談があつた り、子育て相談

会があるので、○○ ドクターに相談に乗つていただ

いたり、専門機関に行 くってい うのも以前よりは、

対応する道もたくさんになってきたので、いいかな

とは思 うんですけど。やはり、その年によつて (中

略)。

専門機関との連携など特別支援教育の体制も以前よ

りは整つてきてはいるが、年度によつて特別支援が必

要な子どもたちの人数にばらつきがあり、安定したク

ラス経営が難 しい年もあると感 じていることがわかる。

「小 1プ ロプレム」の定義をみるかぎり、特別な支

援を要する子どもたちの特徴 と重なる部分がある。 し

かし、現在の幼小連携は、その点を整理 しないまま議

論が進んでいるのではないだろうか。

2つ 日の課題は、第 2筆者、第 3筆者作成の「小学

校入学までにつけた力」の項 目が 「参加の型」 (無

藤,2009)が 中心だったことである。

幼稚園から小学校への移行期については、さまざま

な考え方があるが、無藤は、 「参加の型」を身につけ、

「文化的な道具」の使い方を学ぶ時期 としている。

「参加の型」とは、「クラスの中で学習者として『い

る』」ことであり、「与えられた枠や日標を自分の目

標に転換する」ことである。一方、「文化的な道具」

とは、日常生活の中でふれてきた数量や図形、標識や

文字などの使い方を学んでいくこと、つまり、実際の

リンゴの数をおはじきに置き換えた り、数字に置き換

えたりしながら筆算をする。読めるようになつたひら

がなを書くなど、数字や文字 といつた 「文化的な道

具」の使い方を学んでいくことである。

HⅣigahust,RJ(1953/1995)は 、 「社会や事物につ

いての単純な概念形成Jを乳幼児期の発達課題の一つ

にあげている。小学校教師は、「文化的な道具Jの使

い方を学んでいく上で、幼児期にどのような体験をつ

むことが必要と考えているのか。実際の子 どもたちと

のかかわりの中で感 じている教師の率直な考えを今後

明らかにしていきたい。
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